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はじめに

教職志望学生の中でも小学校教諭免許状を取得予定者に、平成 26 年度から毎年、「教科教育法生活」の講

義の中で「生活科において１番心に残っている単元」について問うている。その毎年ランキングの１位にく

るのが、栽培に関する単元である。なぜ、毎年１位となるほど、学生たちの心に残っているのであろうか。

その理由は、長期にわたって対象と向き合い続けていく中で、子どもにとって多くのドラマが生まれ、感情

が大きく揺さぶられる場面が多いからであると考える。

栽培単元においては、育てていく過程の中で、子どもたちは、「うまく芽が出ない」「友達の植物と同じよ

うなスピードで自分の植物が育っていかない」「つるが他の人の植物と絡まってトラブルになる」「虫や鳥等

に野菜が食べられてしまう」「水やりを忘れて枯れてしまう」「台風が来て、茎が折れてしまう」等、多くの

問題と向き合わざるを得なくなる。そういった困難に出会った際に、子どもたちは、「きれいな花を咲かせ

たい」「大きな実がなりますように」等という自分の思いや願いを実現するために、友達と共に試行錯誤し

ていく。そうしながら、自分やみんなの力で問題を解決していった時に達成感を得たり、対象と向き合い続

けた自分自身の成長を実感したりしていくことができるのが、栽培に関する単元のよさである。教科用図書

にも、低学年の子どもたちでも育てやすい植物が例示として挙げられており、子どもたちにとって義務教育

段階に入って初めての栽培が成功体験として残っていくことができるように構成されている。幼児教育にお

いて栽培に取り組んでいる子どもたちもいるが、そのような子どもたちには、適度な壁を教師が見極めて学

びの場を提供することで、子どもたちが幼児期の経験を活かしながら新たな挑戦に向かっていけるように単

元構成していくことで、さらに自己有能感や自己肯定感を高めていくことができる。

学生の栽培単元が心に残っている理由を見ても、長期間関わり続けることで対象に対する愛着が生まれた

ことや初めて自分で何かを育てる体験を通して自己有能感が高まったこと、きれいな花や大きな実を見て心

が喜びでいっぱいになったこと等、プラスの感情が生まれたことを記述しているものが多かった。また、自

分だけがうまくいかないで悲しい思いをしたこと、学級全体で楽しみにしていたことが不成功に終わって

がっかりしたこと、アサガオのことを大切に思っているが重たい鉢を学期末に持ち帰るのが大変だったこと

等、マイナスの感情を得たことが記憶に残っている理由となっている学生もいた。

表１は、ある学生の思い出ランキング１位に栽培単元を選んだ理由についての記述である。

表１　ある学生の思い出ランキング１位に栽培単元を選んだ理由の記述
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表１を見ると、自分の学びを深い学びへと誘った多くの人々の存在について、教師が創り出した環境や

手立てについて、生活科と中学年以降の教科との関連について等が記述されており、この学生は、教職志望

学生として学修してきたこととも関連付けて、自身の小学校低学年期の学びを見つめ直しているのではない

かと推測される。しかし、学生たちが記述した理由の多くは、思い出を問うたものであるがゆえにそのよう

な回答になることはもっとなことあるが、低学年期の自分の視点、つまり、子どもの視点からとらえた栽培

単元に対する気付きや感想のみであった。教師がどのような意図をもって、どのような手立てをしたからそ

ういう実感をもつことができたのかというような、これから授業を行う立場からの記述はほとんど見られな

かった。

生活科に対する思い出については、生活科の教育原理や創設された意図、授業における教師の指導や支援

の在り方等を理論的に学ぶ講義の１コマ目の最初に問うたものであり、自分自身が子どもとして経験してき

たことだけをもとに生活科という教科をとらえている段階の記述である。自分の経験してきたことにはどの

ような意味や価値があったのか、教師はどのような資質・能力を子どもたちに身に付けるためにそのような

活動を設定したのか、教科として子どもの学びや育ちに貢献する部分はどこなのか、なぜ低学年期にしか学

ばない教科なのか等、学生は多くのことをこれからの講義の中で理論的に学び、生活科に対する観を再構築

していく。

生活科は『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説生活編』にも示されている通り、子どもたちは「活

動や体験を通して」（文部科学省、2018、p.10）学ぶ教科である。生活科の目標を達成するために、教師は

適切な活動や体験の場を子どもに提供していくことが求められる。そのためにも、教師自身がそれらの活動

を体験し、その学びの中で現れてほしい子どもの姿を具体的かつ実感を伴いながらイメージできるかという

ことが学びの質を左右する。しかし、生活科で取り扱う学習対象は多岐にわたり、全ての活動を教師が経験

済みであったり、全ての学習対象と関わったりしてきているということは難しいため、学びを充実させるた

めに、地域の人々や専門家、他の教師等の力を借りることができるような、人を巻き込んでいく資質・能力

も教師には求められる。また、子どもたちと同じように、学び続ける一人の人間として対象に向き合い、共

に成長し続けていくという態度をもっていくことも求められるであろう。

土井（2022）は、教員養成段階の生活科の講義内容に関して、「生活科の学習指導要領や教科書、小学校

での優れた諸実践、成立過程、評価の在り方などを解説する『座学』」（p.13）と、教職志望学生の体験活動

を関連させていく必要性についても述べている。また、体験を重視する生活科の授業づくりを今後行ってい

く教職志望学生たち、若い世代の体験不足が指摘されていることから、「大学の教員養成のなかで生活科と

して必要と考える体験活動をさせることは重要である」（p.13）と述べている

そこで、生活科で取り組む活動や体験はたくさんあるが、教師になった際に、事前に体験的に教材研究を

することが難しく、多くの子どもたちの心に残りやすい野菜の栽培を体験しながら、同時に単元や授業づく

りについて考えていく講義を提供したいと考えた。野菜の栽培に関する教材研究を事前に体験的に行ってい

こうとしても、野菜の収穫までに至る過程は数ヶ月必要になるため、低学年の担当が決まってからでは難し

い。そのような状況の中、教材研究をしていく手がかりとなるのは、指導書や教科用図書に掲載されている

情報、教科用図書に掲載されている野菜の生長や世話のポイントが視聴できるＱＲコード等、インターネッ

ト上にあるデータ、地域の野菜づくりのプロやこれまで第２学年を担任した経験のある教師からの情報等で

あり、これらが教師の教材研究や授業づくり等を支援している。しかし、生活科が大切にする実体験から得

た情報や実感が伴った気付き等を教師がもっていることは、授業をつくっていく上での強みとなっていく。
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なぜなら、生活科は情意的な気付きを大切にしており、子どもたちは、それらを原動力として子どもたちは

追求していくため、子どもたちが対象にどのような思いや願いをもっていくのか、どのように感情が揺れ動

くのか、どのように対象と向き合っていくのかということを具体的に多様な姿としてとらえていかねば、そ

れらを教師はどのように支援し、学びを促していくのかという吟味ができないからである。多くの学生が、

小学生時代の生活科の学習の中で野菜の栽培を経験しているが、教職志望学生の立場で野菜の栽培の体験し、

子どもと教師の視点を往復しながら学修することは、教師になった時に、子どもの思いや願いに寄り添いな

がらねらいを達成していく生活科の授業づくりに役立つ経験となっていくのではないかと考えた。

また、生活科においては、同学年に複数の学級がある場合は、同学年教師とともに学習対象の選択や単元

デザイン等について話し合いながら授業を展開していくことも多い。単元や授業をつくっていく上で、子ど

ものこれまでの学習対象に関わる経験や実態、学校や地域の人的環境や物的環境、教員としての経験値や持

ち味等と、生活科の学習内容、育成していく資質・能力、見方・考え方とを照らし合わせていくことはもち

ろんのこと、自分が大切にしたいことと同学年教師が大切にしたいことの擦り合わせも必要となる。そのた

め、野菜の栽培を体験するだけでなく、班を編制し、協働して野菜と向き合いながら、教材研究や単元開発、

授業づくりに取り組んでいくような学校現場により近い形で展開される学修を保障していきたいと考えた。

１．研究の目的・対象・方法

１－１　研究の目的

本研究は、野菜の栽培を体験しながら、野菜の栽培に関わる単元デザインや授業づくりについて、班で協

働して取り組んだ教職志望学生が、15 コマの講義終了時にはそれらの学修に対してどのような意味や価値

を見いだすのか、把握していくことを目的にする。

１－２　研究の対象・方法

本研究では、「初等科生活」の講義の 15 コマ目において、受講生（小学校教諭免許取得希望者 67 人、主

に３年生）に対して、協働して体験したり、単元開発や授業づくりを行ったりしてきた効果について、振り

返りカードを用いて問うていく。具体的には、学生たちに対して、「班のメンバーと共に、実際に野菜を育

てたり、授業づくりについて考えたりした学修は、自分にとってどのような意味や価値があったと考えます

か」と問い、その記述の中に表現されている協働の意味や価値を分析していく。

２．講義の概要について

２－１　講義について

本講義は、小学校における教職経験を有する教員が実務経験を踏まえ実施する実践的な講義となっている。

生活科の教育原理や教育理論を踏まえ、教職志望学生が、教材研究・単元開発・授業づくりを行うために必

要な資質や能力を身に付けていく講義を行った。

２－２　講義の流れと活動内容

表２は、研究の対象とした講義内と講義外で学生が取り組んだ具体的な活動を整理したものである。講義

内外で、協働して野菜を育てる活動、講義内で協働して教材研究や授業づくり、単元づくり等に取り組む活

動を設定していった。

表２　講義内と講義外で学生が取り組んだ活動等
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図１　�野菜を植えた直後に学生が子どもの視点に立って、野菜を応援したり、

自分たちの班の名前や自分たちの班で目指すゴールを書いたりした看板
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３．結果

表３は、15 コマに行った振り返りの中の問いである「班のメンバーと共に、実際に野菜を育てたり、授

業づくりについて考えたりした学修は、自分にとってどのような意味や価値があったと考えますか」に対す

る学生の記述（抜粋）とその分析である。

表３　問いに対する学生（抜粋）の記述

図２　講義の合間や放課後に自主的に野菜の世話をする学生の様子

図３　子どもになりきってまとめた

　　　「野菜の生長ニュース」

図４　自分が子どものになりきってまとめた

　　　「野菜の生長ニュース」を

　　　教師の視点から解説する表現物
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表３の学生の記述にある気付きを分類していくと、以下のように主に①〜⑬に整理できた。

①�学ぶ側として、学習内容や思い、達成感の共有ができたことに喜びを見いだしている学生、協働の面白さ

を実感している学生、協働による学びの深まりや気付きの質の高まりを実感している学生

学ぶ側として、学習内容や思い、達成感の共有ができたことに喜びを見いだしている学生や協働の面白さ

を実感している学生、協働による学びの深まりや気付きの質の高まりを実感した学生がいた。例えば、学生

Ｇや学生Ｉは、協力する楽しさやできないことをみなで補い合う大切さに気付いたり、思いを共有する喜び

を実感したり、班員の多くのその人らしいアイデア、整理の仕方、表現の仕方もふれることができたりした

ことに価値を見いだしていた。また、学生Ｋは、多様な持ち味や視点をもった班員との協働に面白さを感じ、

出会ったアイデアを教師生活にも活かしていきたいという思いをもっていった。学生Ｍは、学級における協

働と同様な関係性を班員とつくることができたことで、協働する面白さと学びの深まりを実感していってい

た。教職志望学生として、学ぶ側の喜びや学びの質の高まりを協働によって再確認することは、今後、子ど

もたちに対してそのような実感を与えられる教師になっていくためにとても重要であると考える。

②自分の実感をもとに、協働で目指す学びの在り方を子どもの姿でとらえていった学生

自分の実感をもとに、協働で目指す学びの在り方を子どもの姿でとらえていった学生がいた。例えば、学

生Ａは、協働で目指す子どもの姿を具体化し、学生Ｄは学生Ａ同様に、協働で目指す姿を具体化するととも

に、あるべき協働の姿に対する自分の「観」をもつことができていた。本質的な協働の姿をとらえていくこ

とで、子どもたちをその姿に誘う手立てを行いやすくなるため、生活科の授業力を上げていくための重要な

見方・考え方を手に入れていると言える。

③教師になった際の取組の方向性を見いだしていった学生

教師になった際の取組の方向性を見いだしていった学生もいた。例えば、学生Ａは、栽培単元において子

どもが向き合う対象の設定の在り方に対する考えを変容させていった。学生Ａは、畑で班員と共に試行錯誤

しながら育てる中で、自分は子どもたちにどのような体験の場を設定したいのかという、教師として子ども

に学び取らせたいことを明確にしていった。学生Ａは、最初は一人一鉢で育てることがこの単元のねらいを

達成するにふさわしい対象の選び方であると考えていたが、「同じ野菜を選択した子どもで班になる」「各班

で、畑で育てる」という体験をさせたいという考えに変わっていった。「活動あって学びなし」と批判され

るような授業もあると指摘される生活科であるが、このように意図をもって学びを提供することが、生活科

の授業を本質的にしていくことにつながる。また、学生 Iは、目標を達成するための様々な手立てにはメリッ

ト・デメリットがあることに気付き、それらを整理し、受けもった子どもに合わせて方法を選んでいきたい

と考えるようになっていった。これは、子どもの経験や興味関心等を踏まえて学習対象を選択するという生

活科の学びを提供する側にとって大切な視点である。

④�協働的に体験しながら単元づくりに取り組む意味や価値を見いだすとともに、その難しさも実感した学生、

学校現場における教師の協働の在り方をとらえたりした学生

協働して単元づくりに取り組む意味や価値を見いだすとともに、その難しさも実感した学生、学校現場に
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おける教師の協働の在り方をとらえたりした学生もいた。学生Ｈは、一人で１単位時間の授業づくりをする

経験を他の講義で積み重ねてきているが、実際に班で生活科について学ぶ子どもと同じ体験をしながら単元

づくりをする初等科生活の講義は、実践的で子どもの目線から単元を考えることにつながったと振り返って

いる。しかし、協働する大切さだけでなく大変さも感じている。学生Ｊは、目的を共有して協働することに

楽しさややりがいを感じ、学校現場においては、「野菜のために」を「子どものために」と置き換え、協働

を大切にする教師になるという思いを強固にしていっていた。教師として同僚と協働する際には、目的やそ

こに至るまでの手立て等を具体的に共有することが大切である。班ごとに「大きな野菜を実らせる」「みん

なで○パーティーをする」等という共通の目的に向かって、思いや願い、考え等を擦り合わせてきた経験は、

子どもたちのよりよい成長のためにつながる仲間として教師が働く際に発揮していく資質・能力につながっ

ていくであろう。

⑤協働を繰り返すことで、クラスメイトや班員との間に信頼関係が生まれていくことを実感した学生

協働を繰り返すことで、クラスメイトや班員との間に信頼関係が生まれていくということを実感した学生

もいた。例えば、学生Ｂは、何度も班のメンバーの温かくかつ建設的な反応等をもらい、このようなやりと

りの繰り返しが信頼関係を生み、話し合える関係をつくっていくことができるのだという考えをもっていっ

た。このような実感は、子どもたちに同様な思いをもたせていく際に、どのような集団をどのようにつくっ

ていったらよいのか、具体的にイメージしていくことにつながっていくであろう。

⑥学生の意識や姿が大きく変わった事実をもとに、野菜の栽培単元がもつ力を実感した学生

学生の意識や姿が大きく変わった事実をもとに、長期に渡って取り組む野菜の栽培単元がもつ力を実感し

ている学生もいた。例えば、学生Ｆは、最初は面倒くささが前面に出て、班の中で「なぜこのような学修を

行わなければならないのか」と声が挙がる状況であったと振り返っている。しかし、子どもの視点をもって

野菜と向き合い、体験的に協働することで、周囲の学生たちの意識や姿が変わっていく過程を目にし、栽培

単元を子どもが学ぶ意味や価値を実感していっていた。体験のもつ力を教師自身が実感的にとらえておくこ

とで、一つ一つの体験を意図的に設定しようとする姿へとつながり、「活動あって学びなし」という批判に

つながらない実践を行っていく基盤になっていくと考える。

⑦協働する難しさや協働を阻害するもの等に気付き、それを解決するための手立てに目が向いた学生

協働する難しさや協働を阻害するもの等に気付き、それを解決するための手立てに目が向いた学生もいた。

例えば、学生Ｅは、協働する際の意識の温度差が学びの質、教師であれば教育の質を左右することに気付い

ていった。これは④にも挙げている教師の協働の在り方への気付きともつながっている。

⑧「目的が明確であるとつながることができる」ことを実感した学生

「目的が明確であるとつながることができる」ことを実感した学生もいた。学生Ｎは、班のメンバーの気

持ちをつないだのはキュウリであり、キュウリを育てる過程で班の絆が生まれたと振り返っている。目的が

明確であり、それを共有した学生には目標達成に向かって一丸となって進むことができたという実感は、教

師になった際に、子どもたちが学び合う仲間となって課題解決に向かうためには何が必要か見極めていこう

とする姿につながっていくと考える。

⑨目的を達成するための多様な道筋をとらえていった学生

学生Ｃと学生Ｌは、同じ学習内容であっても多様なデザインが生まれるという生活科らしい授業づくりの

在り方や面白さに気付いていっていた。生活科は、同じ学習内容であっても、地域や学校、子どもたちの経

験等によって向き合う対象が異なり、単元の流れも教師の指導や手立ても多様にある。そのように異なって

いたとしても、目指す目標に向かっていくためのデザインとなっている。教師が引いたレールの上を歩ませ

るのではなく、子どもの思いや願い、気付き等をもとに、デザインを再構築しながら目標に向かっていく生

活科の学びの在り方をとらえていく上でも重要な気付きとなる。

⑩教師と子ども、子どもと子どもの関わりのイメージをもつことができた学生

教師と子ども、子どもと子どもの関わりのイメージをもつことができた学生もいた。学生Ｃは、畑におい

て班員同士で声を掛け合ながら活動することを通して、実際の教師と子どもの姿を想像していっていた。教

師と子ども、子どもと子どもの言葉のやりとりを具体的にとらえていくことは、授業づくりには欠かせない。

生活科においては一人ひとりの多様な思いや願い、気付き、疑問等に寄り添って学びを展開していくため、

このような実際の場における関わりのイメージは、他の場面にも転用できるイメージとなっていくと考える。
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⑪自分の周りには自分が前に歩み出すエネルギーをくれる仲間がいるという実感をもった学生

自分の周りには自分が前に歩み出すエネルギーをくれる仲間がいるという実感をもった学生もいた。これ

は、生活科の学びで言うと自分自身への気付きであり、気付きの質が高まった姿である。例えば、学生Ｂは、

自分が迷っている時に背中を押してくれる仲間が、授業内でも学科内でもいることを、本講義の協働を通し

て実感していた。このような存在への気付きは、働く上でも大きな支えとなっていくとともに、今後、こう

いった、子どもに自立していくための資質・能力を育成することをねらう生活科において大切にしている気

付きを子どもたちにもたせていく重要性に目が向いていきやすいのではないかと考える。

⑫自分の学びへの向き合い方を見つめ、大きな成長をするきっかけを得ることができたと感じている学生

自分の学びへの向き合い方を見つめ、大きな成長をするきっかけを得ることができたと感じている学生も

いた。例えば、学生Ｏは、「他の人の力を信じる」ことの価値を感じるうえで、非常に有意義な時間であっ

たと感じている。学生Ｏは自分自身について「広い視野がもてなかったり、自分一人でできることしか成し

遂げられなかったりする欠点がある」と記述しているが、班員の取組に刺激を受け、協働することに意味や

価値を見いだしていった。この姿も生活科の学びで言えば、自分自身への気付きであり、気付きの質が高まっ

たと判断できる姿である。今後の人生への決意も記述しており、班員たちとの学修を通して、そのように省

察できる姿勢は、学生Ｏのこれから人としてのさらなる成長を促していくであろうと感じた。

⑬コロナ禍で経験できなかった協働の楽しさや大切さを実感した学生Ｐ

コロナ禍で協働をする機会が少なかったからゆえの感想であるが、協働することの楽しさ、大切さを再認

識した学生もいた。例えば、学生Ｐは、コロナ禍で何か１つのことを協働するという経験が大学生活の中で

少なかったからこそ、協働に楽しさや協働の大切さを実感していた。まだ制限のある中で、感染症対策を十

分にとっての協働であったが、対面で協働したからこその実感であると考える。

おわりに

コロナ禍の中、大学に入学してからオンラインで講義を受けざるを得なかった学生たちを対象としたが、

主体的、協働的に畑の野菜や班の仲間と向き合っていることが、活動する様子や振り返りの記述から伺われ

た。オンラインによる座学を余儀なくされてきたため、最初は戸惑いもあったであろうが、活動や体験、協

働の場を欲している学生も多かったのではないだろうか。本格的に野菜と向き合い始めたら、野菜に自分な

りの名前を付けている学生、時間を見つけて草抜きをしたり虫・鳥対策をしたりして自分たちの野菜を守っ

ている学生、うまく育っていない友達の野菜を見て自分のことのように心配する学生、収穫した真ん丸のナ

スを宝物のように満面の笑みで手にしている学生、１つだけ収穫しないでオバケキュウリにするのだと張り

切っている学生等、まるで小学校生活科を学んでいる子どものように、体験活動を楽しみ、自分たちの思い

や願いの実現のために班や班を越えたメンバーで、試行錯誤する姿を見ることができた。これらの姿から、

改めて体験がもつ力、野菜の栽培単元を子どもたちが学ぶ意味や価値を筆者自身がとらえ直すことができた。

学生たちは、子どもの視点からの活動で得た気付きや実感を、単元デザインや授業づくり、具体的な声掛け

や場設定等、教師の視点からの取組にも活かしていっていた。教員養成段階の生活科に関わる学修において

は、理論だけでなく、教師と子どもの視点を往復させながら体験的に生活科の学びについてとらえていく必

要性があることを改めて実感した。教職に就いた際、学生たちは、学修の中で得た実感をもとに、子どもの

思いや願い、気付きを大切にしながら、質の高い学びを生み出していってくれることを期待したい。これは

学修を提供する側の思いであり、この学修が教職に就いた際にどのように発揮されるのかについては把握で

きていないため、今後の課題としたい。

また、15 コマの講義の中で、どの程度学生に体験活動を保障していくのか、体験をもとにどのように課

題に取り組ませていくのか、より学生の今後に意味や価値のある学修が提供できるように改善していきたい。
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